
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２３日（木）大阪→神戸→小倉（海遊館・南京町） 

６時００分起床、６時３０分朝食。部屋の片付けもスムーズにでき、

ホテルリージェンシー堺を出発です。夜中の雨も止み、いい１日にな

りそうです。部屋の清掃もきちんとできていました。ホテルの方へは元

気な挨拶。『北九州にこんなすばらしい学校があるんですね』とホテ

ルリージェンシー堺の方からお誉めの言葉を頂きました。 

９時１５分海遊館。板櫃中は団体１番目に到着しました。ゲートの前

に並び、開門と同時に入場。気が付きましたか。板櫃中の後にたくさ

んの小学生や幼稚園生が並んでいたことを。大阪では有名な社会見学地です。朝の水槽の清掃

の様子など普段見ることができないものを見ることができました。出口付近のお土産ショップも大

混雑でした。 

海遊館の後は最後の訪問地の南京町です。食べ歩きをしている班、新幹線の中で食べるものを

買っている班など楽しい時間を過ごすことができたと思います。北九州の学校もたくさん訪問して

いました。ある中学校の校長先生から「板櫃中の３年生はきちんとしていますね」との感想。校長先

生も「あたりまえです」と心の中でガッツポーズをしました！ 

１３時００分広場集合。やはり集合は凄い！遅刻なし。点呼を終えて、バスは新神戸駅へと向かい

ました。京都駅や新大阪駅は修学旅行生でごった返していますが、新神戸駅は比較的空いていま

す。みなさんの素早い行動に感謝です。 

１４時１５分のぞみ２９号は小倉へと向かいました。思っていたと

おり、帰りの新幹線も元気。『帰りたくない』『先生、京都へ戻りまし

ょう』などの声も飛び交っていました。（笑） 

おやつ、トランプ、ＵＮＯ、おしゃべり・・・本当に、本当に楽しんで

いました。みなさんの笑顔は最高です！１６時１３分小倉駅到着。少

し疲れた表情が増えてきましたが、解散式で校長先生の話、実行委

員長の話、添乗員・写真屋さんへのお礼を終えて、修学旅行は幕を

閉じました。３日間少し天気の心配はありましたが、行程もスムー

ズ、移動も神戸を除いて渋滞なし、点呼・集合もあっという間、みなさんが頑張ったのはもちろんで

すが、毎日の授業、学校生活が表れていると感じました。 

ほとんどの場面が『すべてよし』の素晴らしい修学旅行だったと思います。何でもすべて自由に

できるのが修学旅行ではありません。集団で行動するからこそ日常の生活以上にルールが必要に

なってきます。その中でいかに楽しむか、修学旅行が終わって、大切なことがいくつか分かったと思

います。楽しかった思い出は大切にしながら、日常の生活のリズムを早く取り戻しましょう。いつも

言われていることですが、進路決定の３年生にとってやはり学校生活が１番大切です。授業、宿題

や提出物、服装など気を抜かずに取り組みましょう。また、部活動も夏の大会へ向けて全力投球で

す。頑張れ、板櫃中３年生！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月２５日（木）５・６校時に１年生集団行動クラスマッチが行われました。体育の時間の成果を

発表する場で、どのクラスも一生懸命頑張っていました。始まる前には円陣を組み、クラスの一体

感を出すこともできました。結果はつきましたが、１年生の「可能性」を感じた時間でした。 

◆ 学校教育活動において、児童生徒が秩序正しい行動や安全で効率のよい行動をとるよう指

導することは、仲間とのかかわりを深めることや緊急時の対応のためにも極めて重要なことです。 

特に体育・保健体育の授業においては、学級もしくは小集団による学習活動が各種の運動を通

じて展開されるため、体育の学習活動の効率向上や安全確保のため集団行動の必要性が考えら

れます。集団行動指導のポイントは以下の点が挙げられると思います。 

(ｱ) 集団行動について理解させる 

児童生徒が規律を守り、秩序正しく行動することは教育活動を安全で効率よく進めるうえで、

効果的なものであることを理解させる。 

(ｲ) 集団行動の基本的様式を身に付けさせる 

行動様式の基本的な内容としては、姿勢・方向変換・集合・整頓・列の増減・開列・行進など

が挙げられる。これらの実施方法を理解させ、発達の段階に応じて行動様式を身に付けさせ

る。 

(ｳ) 約束事や決まり事を守って行動させる 

児童生徒が集団の中で、仲間とのかかわりを理解し、形式ばかりではなく、必要性を理解する

よう指導する。 

(ｴ) 機敏・的確に行動させる 

集団の秩序を保ちながら効率よく行動するためには、周囲の状況に応じながら機敏に動くこと

が大切であることを理解させたうえで、機敏かつ的確に行動させる。 

(ｵ) 仲間と協力して責任を果たさせる 

集団の目標を達成するためには、一人一人が自分の役割を理解し、仲間と協力しながら個人

の責任を果たさせる。 

(ｶ) リーダーの指示に従った行動をとらせる 

集団としてのまとまりを崩さないよう、リーダーの指示や合図に従って行  動をとらせる。 

(ｷ) 安全に留意して行動させる 

活動する場所や施設・用具の状況を判断し、周囲の状況に応じて的確に行動させる。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

最高の３日間！～板櫃中修学旅行記❷～ 

 ～「元気」「笑顔」というお土産を持って帰ってきました～ 

保護者の皆様へ 

３日間の修学旅行は大きな病気・事故もなく無事に終えることができました。特に、
行動に関しましては、点呼・集合時間を完璧に守れるなど、素晴らしいものでした。上

にも書いていますが、今後のお子さまの生活に期待できるものでした。今後はこの修
学旅行で得た『力』を学校行事、進路決定の中で発揮してほしいと思います。 

１年生集団行動クラスマッチ 

 


